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理科課題研究 

武蔵野台地の地形面と地震の揺れ 

高等科３年 行場結佳 谷口みのり 寺沢美希 

１.はじめに 

自由学園は、関東平野西部の東久留米市にあり、武蔵野台地に位置している。武蔵野台地は、かつての古多摩川がつく

った扇状地で、扇状地面形成後に関東ローム層が堆積した。学校周辺の武蔵野台地上には、古多摩川によって形成された

地形面が分布する。これらは、約 9〜4万年前の武蔵野面と約 3〜2 万年前の立川面に分類され、起伏に富んだ地形をな

す(久保 1988、遠藤 2019)。従来、武蔵野面は、立川面よりも古いことから地盤がよいと言われてきた。しかしながら、

安永(2018 年度 理科課題研究)は、学校敷地内の武蔵野面と立川面に地震計をおいて地震の揺れを調べ、同じ地震であ

っても武蔵野面が立川面よりも、揺れの振幅が大きくなることを明らかにした。武蔵野面の方が立川面よりも地震の揺

れは小さくなると考えられていたが、その逆の結果となった。今年度は、さらに調査地点を学園の周辺に広げ14地点（図

１）に地震計を設置し、地形面による地震の揺れの大きさについて測定を行った。 

 

  

 

２.自由学園周辺の地形面と地震計の設置地点について 

自由学園周辺の武蔵野台地上には、古多摩川と湧水を水源とする小河川である立野川と落合川による侵食面が分布する。

小河川が作った地形面にも注目して、地形面を５面に区分した地形分類図を作成した(図２）。地形面ごとの地震の揺れ

の違いを調べるために、それぞれの地形面ごとに地震計を数カ所ずつ設置した。武蔵野面に4ヶ所(M：1、2、3、4)、立

川面は僅かな標高差より 4面に分け、立野川面 Aに 3ヶ所(TCA：8、9、10)、立川面 Bに 2ヶ所(TCB：14、15)、立野川

面に3ヶ所(TA:5、6、7)、落合川面に2ヶ所(O:11、13)の合計14ヶ所に地震計を設置した。 

 

３.調査方法地震計 

  東京大学地震研究所から借用した地震計(EDR-X1000、近計システム製、乾電池8個で約2ヶ月稼働)を使い、2018年

12月11日～2019年2月5日まで観測を行い、地震の揺れ(地震波形)をSDカードに記録した。地震波形を紙に印刷

し、地震発生の日時を読み取った。また、地点ごとに地震波形を拡大し、最大振幅を定規で計った。様々な大きさの地

震があり、その規模に応じた目盛で表示していることを考慮して、振幅を数値化した。 
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４.調査結果 

調査地点14ヶ所のうち、12ヶ所での2018年12月11日〜2019年1月9日に発生した32回の地震について、波形デ

ータを分析した。調査地点立川面AのTCA9と立川面BのTCB15の2ヶ所は、地震計の不具合により測定ができなかっ

た。マグニチュードの違いや震源までの距離により、地震の揺れの大きさが異なる。そのため、各地点の揺れを比較

するために、以下の２つの方法を用いた。 

① 揺れをパーセントで表す 

観測された地震の規模は大小あるため、百分率で比較することにした。各地震における平均振幅に対して、各観測地

点がどのくらい揺れているのかを百分率で表した。地震ごとの最大振幅の平均値を100％として、色分けした(赤系が大

きく青系が小さい)。地震発生時に車などの通行により、地震の振動が測定できなかった場合を空欄とした。 

武蔵野面では、ほとんどの地点で地震動の最大振幅が平均よりも高くなった。立川面は落合川面の地点 O11 を除いて

ほとんどの地点が平均よりも低くなる傾向にあった。すなわち今回の計測においても、武蔵野面の方が立川面よりも揺

れが大きくなっていることがわかった。 

立川面では場所によって揺れ方には小さな差がある。最も揺れの振幅が小さかったのは、立川面 Bの TCB14 で、揺れ

の平均が61％と低かった。武蔵野面では、内陸側の方がやや揺れが大きい傾向が見られた。 
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② 相関図   

最も揺れの小さかった地点 TCB14 を基準として、武蔵野面、立川面(地点 O11を除く)の各地震の地点の揺れを相関図

で表した。横軸がTCB14の振幅、縦軸が各地点の振幅を表す。傾きが大きいのは武蔵野面であることがわかる。同じ地震

でも、立川面より武蔵野面の揺れが大きくなることがわかった。 

図４ 各地震の相関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.考察 

自由学園周辺の武蔵野台地上での武蔵野面と立川面では、武蔵野面の方が、地震時に揺れが大きくなることがわかっ

た。なぜ揺れに差があるのか、それぞれの面の地下地盤

に着目した。武蔵野台地は、古多摩川により形成された

扇状地で、扇状地礫層の上位に未固結の風化火山灰土

である関東ローム層が厚く堆積している。約 9 万年前

頃から、多摩川から離水し始めた。離水時期の違いによ

り、関東ローム層は、武蔵野面では約８m〜10m 立川面

では、約 5〜３m 堆積していると言われている（遠藤

2019）。図５は、調査地点近くのボーリング調査の地質

柱状図である。柱状図の位置は図２に示す。どの地点で

も礫層の上に関東ロームが堆積している。関東ローム

層の厚さを比較すると、立川面で1〜5m、武蔵野面で8

〜9mと厚さが異なることがわかる。地震に揺れの差は、

この関東ローム層の厚さが関係しているのではないか。

関東ローム層が厚く堆積している武蔵野面の方が同じ

地震でも揺れが大きくなったと考える。同じ武蔵野台

地でも、低位段丘面の立川面の方が地盤の揺れに強い
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と言えることがわかった。 

立川面のO11地点は、立川面でも地震時の揺れが大きくなった。1970年代に落合川では、河川改修が行われた。それ

まで蛇行し、O11地点の北西側に流路があったが、河川改修で南東側に変更された。この工事による地盤の変化と関係

があることが示唆される。 
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